
医学部入試合格ガイダンス
2025年度入試 入試直前対策編

[一般選抜]
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入試直前対策編

Ⅰ. 2025年度 医学部入試動向

Ⅱ. 最適な受験校選定の仕方

Ⅲ. 効果的な入試直前期の学習方法
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新課程最初の医学部入試

18歳人口が一時的に増加(約3万人増加)
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2025年度入試２つのポイント
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１８歳人口の推移予測
文部科学省 https://www.mext.go.jp/kaigisiryo/content/000259054.pdf より抜粋

https://www.mext.go.jp/kaigisiryo/content/000259054.pdf


学習指導要領の改訂（新課程） ～高３生以下が対象～

2025年度からの共通テストの主な変更点

●「情報Ⅰ」が追加され、6教科8科目1000点満点に

● 国公立大学医学部では「情報Ⅰ」を概ね点数化

「情報Ⅰ」は満点の10％以下の傾斜配点にしている大学が多いが、一部10％以上

● 数学Ⅱ・Ｂ・Ｃの大問数が4題から6題に。試験時間も60分から70分に

● 国語の近代以降の文章が1題追加され、大問4題から5題に。試験時間も80分から90分に

● 地歴は「～探究」の配点が75点となり、難化傾向か？

● 日本史、世界史は「歴史総合」とセットとなるため、負担増

● 旧課程履修者に対する経過措置が取られるのは、数学、地歴・公民、情報

● 理科は経過措置を行わないが、必要に応じて、旧教育課程履修者等が選択可能な問題を

出題する場合がある
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2025年度共通テストのポイント

「外国語」・「国語」・「理科」以外の科目は、経過措置が行われる。
※理科は、新課程の理科を受験するが、旧課程履修者が選択可能な問題を出題する場合がある

「数学」・「地歴公民」は、旧課程履修者用の問題が用意される。

※大学入試センターWEBサイトより抜粋 https://www.dnc.ac.jp/
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2025年度 国公立医学部医学科〔一般選抜〕 共通テスト 情報科目

大学 学科 日程
教科・
科目数

共通テスト 総合点における
「情報」科目の配点比率(%) 備考

秋田大 医（秋田県地域枠） 後 6－8 10.0% 500点満点中50点が情報Ⅰ

東京大 理科三類 前 6－8 10.0% 1000点満点中100点が情報Ⅰ

東京科学大 医
前 6－8 10.0% 前期：180点満点中18点が情報Ⅰ

後期：500点満点中9分の1
（約55.6点）が 情報Ⅰ後 5－7 11.1%

富山大 医 前 6－8 10.0% 1000点満点中100点が情報Ⅰ

福井大 医
前 6－8 10.0% 1000点満点中100点が情報Ⅰ

後 6－8 10.0% 500点満点中50点が情報Ⅰ

山梨大 医 後 6－8 10.0% 1000点満点中100点が情報Ⅰ

信州大 医 前 6－8 10.0% 500点満点中50点が情報Ⅰ

京都府立医科大 医 前 6－8 10.0% 500点満点中50点が情報Ⅰ

広島大 医 前 6－8 10.0% 1000点満中100点が情報Ⅰ

愛媛大 医 前 6－8 10.0% 500点満点中50点が情報Ⅰ

熊本大 医 前 6－8 11.1% 450点満点中50点が情報Ⅰ

大分大 医 前 6－8 10.0% 500点満点中50点が情報Ⅰ

宮崎大 医
前 6－8 10.0% 1000点満点中100点が情報Ⅰ

後 6－8 10.0% 1000点満点中100点が情報Ⅰ

琉球大 医 前 6－8 10.0% 1000点満点中100点が情報Ⅰ

2024/8/31現在共通テスト総合点における「情報」科目の配点割合が10％以上の大学
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共通テスト「情報」科目の対策

①河合塾のテキストで対策ができる
②個別授業・個別カリキュラムで効率的な授業
③ご自宅からオンラインでの受講も可能

お問い合わせ先 https://www.medical-labo.com/posted/informatics/



Ⅰ. 2025年度医学部入試動向
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志願者動向に影響する要因

影響を与える要因 該当大学区分

① 試験科目・出題範囲・配点の変更 国公立大・私立大

② 入学定員の増減/日程の追加・廃止 国公立大・私立大

③ 難易度予想(ボーダーライン) 国公立大・私立大

④ 共通テストの平均点 国公立大

⑤ 第1段階選抜予告枠 国公立大

⑥ 隔年現象・反動現象 国公立大

⑦ １次試験日の重複 私立大

⑧ 学費の変更 私立大

©2006-2024 Medical Lab



✍一般選抜の入試変更点
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2025年度 主な入試変更点 [国公立大・一般選抜]

※2024年9月現在。今後、追加・変更される場合があります。最新情報は、https://www.igakubujuken.jp/database/modificationを参照

※一般選抜のみ掲載。定員変更は省略。 第一段階選抜基準の変更は、別ページに掲載。
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大学名 区分 項目 2025年度 2024年度 変更点

札幌医科
大学

前期 2次配点
800点(英語200点,数学200点,理科
200点〔100点×2〕,面接200点)

700点(英語200点，数学200点，理
科200点〔100点×2〕，面接100点)

2次科目の配点変更
面接100点→200点

弘前大学 前期

2次科目 英語，数学，面接 総合問題(英語を含む)，面接
2次科目の変更
(総合問題→英語・数学に)

2次配点
900点(英語300点，数学300点，
面接300点)

500点(総合問題300点,面接200点)

2次科目の配点変更
(総合問題300点→英語300点
＆数学300点に，面接200点
→300点に)

秋田
大学

前期
後期

1次配点 英語Ｒ：英語Ｌ＝1：1 英語Ｒ：英語Ｌ＝4：1
1次科目(英語)の配点比の変更
(4：1→1：1に)

金沢
大学

前期

1次配点
950点(国語200点，地歴・公民100
点，数学200点，理科200点，
外国語200点，情報50点)

450点(国語100点，地歴・公民50点，
数学100点，理科100点，
外国語100点)

1次配点の変更
(合計450点→950点に)

2次配点
2,100点(数学600点，理科600点
〔300点×2〕，外国語600点，
口述試験300点)

1,050点(数学300点，理科300点
〔150点×2〕，外国語300点，
口述試験150点)

2次配点の変更
(合計1,050点→2,100点に)

英語外
部試験

点数化して合否判定に利用可 －
英語資格・検定試験の成績を利用
可能に



2025年度 主な入試変更点 [国公立大・一般選抜]
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大学名 区分 項目 2025年度 2024年度 変更点

名古屋
大学

前期

2次科目 英語，数学，理科2科目，面接 英語,数学,理科2科目,国語,面接 2次科目の変更(国語の廃止)

2次配点
1,800点(英語600点，数学600点，
理科600点〔300点×2〕）

1,650点(英語500点，数学500点，
理科500点〔250点×2〕，国語150点）

2次配点の変更
(合計1,650点→1,800点に)

大阪公立
大学

前期 2次配点
900点(数学300点，理科300点，
外国語300点)

800点(数学300点，理科300点，
外国語200点)

2次科目の配点変更
(外国語：200点→300点に)
※1次：2次＝650：800   

→675：900に

和歌山
県立医科

大学

前期
出願
書類

－ 自己推薦書が必須 自己推薦書の廃止

神戸大学 前期 2次配点
480点(数学160点，理科160点，
外国語160点)

450点(数学150点，理科150点，
外国語150点)

2次科目の配点変更(数学，理科，
外国語：各150点→各160点に)

山口大学 後期
試験
時間

小論文：150分 小論文：120分 試験時間の変更

香川大学
前期
(地域
枠)

出願
要件

本学で実施する地域医療セミナーを
受講した者

-
前期日程の地域枠は、地域医療
セミナーを受講した者

佐賀大学 後期
選抜
方法

－ 課題論文
選抜方法の変更
(課題論文の廃止)

※2024年9月現在。今後、追加・変更される場合があります。最新情報は、https://www.igakubujuken.jp/database/modificationを参照

※一般選抜のみ掲載。定員変更は原則省略。 第一段階選抜基準の変更は、別ページに掲載。



2025年度 主な入試変更点 [私立大・一般選抜]
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※2024年9月現在。今後、追加・変更される場合があります。最新情報は、https://www.igakubujuken.jp/database/modificationを参照

※一般選抜のみ掲載。定員変更は原則省略。 第一段階選抜基準の変更は、別ページに掲載。

大学名 区分 項目 2025年度 2024年度 変更点

東北医科
薬科大学

一般 募集人員 一般枠 40名，修学資金枠 35名 一般枠 40名，修学資金枠 55名
募集人員の変更(総合型選抜
の新規実施に伴うもの)

獨協医科
大学

共通
テスト
利用

選抜方式 － 共通テスト利用 共通テスト利用選抜の廃止

国際医療
福祉大学

一般 1次配点
600点(英語200点，数学200点，
理科200点(各100点×2))

550点(英語200点，数学150点，
理科200点(各100点×2))

1次配点の変更
(数学：150点→200点に)

杏林大学

一般
〔群馬
県地
域枠〕

選抜方式

新規実施 ◆群馬県地域枠〔専願〕
【募集人員】未定
【現浪】制限なし
【居住条件】なし

－

群馬県地域枠の新規実施
【出願要件】医師国家試験合格後，

群馬県が指定する医療機関等に10
年間勤務する医師のある者。

慶應義塾
大学

一般
1次日程
2次日程

1次：2025/2/9(日)
2次：2025/3/上旬

1次：2024/2/19(月)
2次：2024/3/1(金)

試験日程の変更(1次試験が2
月中旬→2月上旬に)

昭和大学
一般

(Ⅰ期)
1次会場

東京会場(五反田TOCビル)，
本学(旗の台キャンパス)

横浜会場，大阪会場，福岡会場 地方試験会場の廃止

帝京大学
共通テ
スト利

用

選抜方式
3科目方式
5科目方式

3科目方式(高得点3科目の合計で合
否を判定)

選抜方式に5科目方式を追加
5科目方式のみの出願は不可

1次科目
1次配点

「R＋L」
R：L＝1：1

「Rのみ」または「R＋L」
R：L＝4：1

英語(リスニング)の利用方法変
更，配点比変更

聖マリアンナ
医科大学

共通テ
スト利

用
選抜方式 新規実施 －

大学入学共通テスト利用選抜
の新規実施



2025年度 主な入試変更点 [私立大・一般選抜]
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※2024年9月現在。今後、追加・変更される場合があります。最新情報は、https://www.igakubujuken.jp/database/modificationを参照

※一般選抜のみ掲載。定員変更は原則省略。 第一段階選抜基準の変更は、別ページに掲載。

大学名 区分 項目 2025年度 2024年度 変更点

愛知医科
大学

一般
共通テ
スト利

用

募集人員
一般 約70名
共通テスト利用15名

一般 約65名
共通テスト利用(前期)約15名，(後
期)約5名

共通テスト後期日程廃止に伴う
募集人員の変更

藤田医科
大学

一般前
期

共通
テスト
利用

募集人員
一般(前期)85名(一般枠80名，
愛知県地域枠5名)
共通テスト利用10名

一般(前期)83名(一般枠78名，
愛知県地域枠5名)
共通テスト利用(前期)10名，
(後期)5名

共通テスト後期日程廃止に伴う
募集人員の変更

共通
テスト
利用

試験科目
英語，数学2科目，国語，理科2科
目，情報

英語，数学2科目，国語，理科2科
目

試験科目の変更(情報の追加)

関西医科
大学

一般前
期

1次配点
500点
(英語150点，数学150点，理科
200点(各100点))

400点
(英語100点，数学100点，理科
200点(各100点))

1次配点の変更
(英語：100点→150点に，
数学：100点→150点に)

地域枠 一般(前期)〔専願〕で実施 学校推薦型で実施
地域枠の実施区分の変更(学校
推薦型→一般(前期)に)

兵庫医科
大学

一般Ｂ 1次配点
200点(数学100点，理科(1科
目)100点)

250点(数学150点，理科(1科
目)100点)

1次配点の変更
(数学：150点→100点に)

一般Ａ
一般Ｂ

2次配点 面接･調査書80点
一般Ａ：面接･調査書100点
一般Ｂ：面接40点，調査書40点

1次配点の変更(面接と調査書
の合計で80点に)



2025年度 医学部の難易度予想
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2025年度入試の動向 難易度予想 [国公立大 一般選抜 前期日程]

2024共通テスト 理系5教科7科目
平均点得点率 62％(河合塾予想)

※ 「2025年度用 全国医学部最新受験情報」P43より抜粋。



2025年度入試の動向 難易度予想 [国公立大 一般選抜 前期日程]

2024共通テスト 理系5教科7科目
平均点得点率 62％(河合塾予想)

※ 「2025年度用 全国医学部最新受験情報」P43より抜粋。



2025年度入試の動向 難易度予想 [国公立大 一般選抜 後期日程]

※ 「2025年度用 全国医学部最新受験情報」P43より抜粋。

2024共通テスト 理系5教科7科目
平均点得点率 62％(河合塾予想)



2025年度入試の動向 難易度予想 [私立大]

2024共通テスト
理系5教科7科目
平均点得点率

62％(河合塾予想)

※ 「2025年度用 全国医学部最新受験情報」P14より抜粋。



2014年度 医学部受験日カレンダー（一般入試：1次試験のみ）2025年度 私立大 共通テスト利用の試験科目

※ 「2025年度用 全国医学部最新受験情報」P8～P9より抜粋。
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国公立大学の2段階選抜

©2006-2024 Medical Lab



国公立大学の前期の２段階選抜
©2006-2024 Medical Lab

(2025年度用全国医学部最新受験情報 P40～41より)



2025年度 2024年度
旭川医科大学大
[前期][後期]

4倍程度 5倍程度

群馬大
[前期]

3倍／一般枠で187名程度、地域医
療枠で32名程度を合格者とする。

3倍／一般枠で189名程度、地域医療
枠で24名程度を合格者とする。

名古屋大
[前期]

950点満点中650点以上 900点満点中600点以上

京都大
[前期]

換算前1000点満点中700点以上か
ら約3倍

換算前900点満点中630点以上から
約3倍

大阪大
[前期]

換算前1000点満点中700点以上か
ら約3倍

換算前900点満点中630点以上から
約3倍

鳥取大
[前期]

920点満点中613点以上 900点満点中600点以上

名古屋市立大
[前期]

600点満点中約74％以上から約3倍 550点満点中約73％以上から約3倍

大阪公立大
[前期]

換算前1000点満点中700点以上
から3倍

換算前900点満点中650点以上

奈良県立医科大
[前期]

900点満点中730点以上から15倍 15倍

第１段階選抜基準を変更した大学と志願者数の増減
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反動現象・隔年現象
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前期日程
志願者数国公立大医学部 志願者の変動が大きかった大学 前年比±30%以上

大学名

2022年度 2023年度 2024年度 2024/2023

志願者 志願者 志願者 増減数 前年比

筑波大 169 179 254 +75 142%

富山大 218 421 222 -199 53%

岐阜大 466 593 202 -391 34%

浜松医科大 265 495 321 -174 65%

三重大 390 350 599 ＋249 171%
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前期日程
志願者数国公立大医学部 志願者の変動が大きかった大学 前年比±30%以上

大学名

2022年度 2023年度 2024年度 2024/2023

志願者 志願者 志願者 増減数 前年比

奈良県立医科大 143 224 57 -167 25%

和歌山県立医科大 295 194 342 +148 176%

鳥取大 214 422 194 -228 46%

香川大 520 284 410 +126 144%

愛媛大 389 243 569 ＋326 234%
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前期日程
志願者数国公立大医学部 志願者の変動が大きかった大学 前年比±30%以上

大学名

2022年度 2023年度 2024年度 2024/2023

志願者 志願者 志願者 増減数 前年比

長崎大 457 273 588 +315 215%
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1次試験日の重複
[2025年度医学部入試のスケジュール]
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2025年度 医学部 一般選抜 試験日カレンダー
©2006-2024 Medical Lab

１

2

(2025年度用全国医学部最新受験情報より抜粋)



(2025年度用全国医学部最新受験情報より抜粋)

2025年度 医学部 一般選抜 試験日カレンダー
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(2025年度用全国医学部最新受験情報より抜粋)

2025年度 医学部 一般選抜 試験日カレンダー
©2006-2024 Medical Lab

3



(2025年度用全国医学部最新受験情報より抜粋)

※ 獨協医科大[前期]・帝京大・東海大・金沢医科大[前期]の「(選)」は、いずれか希望の１日、もしくは複数日の受験可
獨協医科大：1/27・28
帝京大：1/23・24・25
東海大：2/2・3
金沢医科大：1/30・31

※ 日本大学N方式：同一試験日、同一問題で複数の学部（学科）を併願することのできる

2025年度 医学部 一般選抜 試験日カレンダー
©2006-2024 Medical Lab



2014年度 医学部受験日カレンダー（一般入試：1次試験のみ）
2025年度 私立大医学部 後期試験 [一般選抜 後期日程]

「2025年度用
全国医学部最新受験情報
P８～P９より抜粋」

万が一を考えて、私立大医学部は『後期試験』も視野に入れて、
早めに受験スケジュールを考える！
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2025年度 県別・一般入試の1次試験を実施する大学 [私立大]

©2006-2024 Medical Lab

(2025年度用全国医学部最新受験情報 P11より抜粋)



①できる限り早く受験校を決定

②移動を含めた受験スケジュールの作成

③ホテルの予約・移動手段の予約
（ホテルは試験場近くを、できる限り早く）

④試験場の下見を行う
（東京や大阪は特に）

※私立は、1次試験を中心に考える

✍

遠方受験の際の注意点
©2006-2023 Medical Lab



(2021年度用
全国医学部最新受験情報P12～P13より)

2025年度 東京の試験会場 [一般選抜]
(2025年度用全国医学部最新受験情報 P12～P13より抜粋)
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Ⅱ. 最適な受験校選定の仕方
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受験校決定のためのマッチング
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「マッチング」で合格可能性をアップする

受験校

決定

※科目別に考える
※受験大学の合格最低点を意識する

＝合計点主義

入試問題との相性を分析

アドミッションポリシーなど

大学が求める人物像との相性

地域枠
キャリア形成プログラムなど

©2006-2024 Medical Lab



※ 「2025年度用全国医学部最新受験情報」 P57より抜粋

志望校・受験校選びの戦略 2025年度入試

©2006-2024 Medical Lab



配点を鍵にした「マッチング」の例 国公立大学医学部[前期]

2025
年度

共通テスト前期日程 個別試験（2次試験）前期日程

総合

英語 数学
理科
①

理科
②

国語
地歴
公民

情報 合計 英語 数学
理科
①

理科
②

面接 その他 合計

共通テスト 200 200 100 100 200 100 100 1000 ― ― ― ― ― ― ― ―

筑波大 200 200 100 100 200 100 50 950 300 300 150 150 200
適性
検査
300

1400 2350

東京大 200 200 100 100 200 100 100 110
※１

120 120 60 60
個人
面接

国語
80

440 550

京都大 50 50 25 25 50 50 25 275 300 250 150 150
個人
面接

国語
150

1000 1275

名古屋
市立大

125 125
物理
50

化学
50

125 75 50 600 300 300
物理
200

化学
200

200 ― 1200 1800

愛媛大学 100 100 50 50 100 50 50 500 ― 200
物理
100

化学
100

100
総合
問題
200

700 1200

九州大学 100 100 50 50 100 50 450 200 250
物理
125

化学
125

総合判
定の資

料
― 700 1150

©2006-2024 Medical Lab

※1 1000点満点を110点に換算



※ 「2025年度用全国医学部最新受験情報」 P44~P49 より抜粋

志望校・受験校選びの戦略 [配点比率] 2025年度入試

■国公立大学
得意科目・不得意科目を意識した受験校選定は、配点比率を意識をする！
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2024年度 国公立大学医学部 入試問題分類 [前期]

※ 「2025年度用全国医学部最新受験情報」 P50~P51 より抜粋
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受験校決定のための国公立大学医学部グループ表 [前期]

※ 「2025年度用全国医学部最新受験情報」P54~P55 より抜粋

©2006-2024 Medical Lab

2024共通テスト
理系5教科7科目

平均点得点率
62％(河合塾予想)

共通テスト
80％～82％



受験校決定のための国公立大学医学部グループ表 [前期]

※ 「2025年度用全国医学部最新受験情報」P54~P55 より抜粋

©2006-2024 Medical Lab

2024共通テスト
理系5教科7科目

平均点得点率
62％(河合塾予想)

共通テスト
85％以上



受験校決定のための国公立大学医学部グループ表 [前期]

※ 「2025年度用全国医学部最新受験情報」P54~P55 より抜粋

©2006-2024 Medical Lab

2024共通テスト
理系5教科7科目

平均点得点率
62％(河合塾予想)



志望校・受験校選びの戦略 2025年度入試

©2006-2024 Medical Lab

※ 「2024年度用全国医学部最新受験情報」 P57より抜粋



『難易度』志望校決定のための私立大学医学部グループ表 ※前期日程のみ

A グループ

岩手医科大（62.5）

獨協医科大(62.5)

埼玉医科大(62.5)

北里大(62.5)

東京女子医科大(60.0)

聖ﾏﾘｱﾝﾅ医科大(62.5)

東海大（62.5）

金沢医科大(62.5)

愛知医科大(62.5)

兵庫医科大[A・B](62.5)

川崎医科大 (60.0)

久留米大(62.5)

福岡大 (62.5)

B グループ

東北医科薬科大[一般・A・B]（65.0）

国際医療福祉大(65.0)

杏林大(65.0)

昭和大（67.5）

帝京大(65.0)

東京医科大(67.5)

東邦大(65.0)

日本大[N１](65.0)

藤田医科大(65.0)

大阪医科薬科大(67.5)

近畿大(65.0)

産業医科大B(65.0)

C グループ

自治医科大（67.5）

慶應義塾大（70.0）

順天堂大[A・B]（70.0）

東京慈恵会医科大(70.0）

日本医科大(70.0)

関西医科大（70.0）

合格可能性大 合格可能性 小

※（ ）内は、全統模試のボーダーラインを表す。 ※一般選抜前期のみ掲載

※ボーダーライン偏差値は、 「2025年度用 全国医学部最新受験情報」P14より抜粋。地域枠等を除く
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大学名 合計点

配点・配点比率 （難易度・分量は2024年度入試結果。

小論・面接の配点は除く）

英 語 数 学 理 科

配点
配点
比率

配点
配点
比率

1科目
配点

配点
比率

2科目
配点

配点
比率

国際医療
福祉大

600点 ２００点
３3.3％
[やや難]
[多い]

20０点
[標準]

33.3％ １００点 16.7％ １0０点 16.7％

順天堂大
[A]

５0０点 ２００点
４０.0％
[やや難]
[多い]

１００点
[標準]

20.0％ １００点 20.0％ １0０点 20.0％

東海大 ３0０点 １００点
33.3％
[標準]
[適量]

１００点
[標準]

[ⅠAⅡBC]
33.3％ １００点

33.3％
１科目選択

― ―

近畿大
(前期）

4００点 １００点
25.0％
[やや難]
[適量]

１００点
[ⅠAⅡBC]

25.0％ １００点 25.0％ １0０点 25.0％

福岡大 ４0０点 １００点
25.0％
[易]

[少ない]

１００点
[標準]

25.0％ １００点 25.0％ １0０点 25.0％

※ 「2025年度用全国医学部最新受験情報」 P15~P17 より抜粋

「英語」のマッチングの具体例
©2006-2024 Medical Lab



「マッチング」で合格可能性をアップする
©2006-2024 Medical Lab

※ 「2025年度用全国医学部最新受験情報」 P15~P17 より抜粋



大学ごとに異なる出題傾向を知る 英語の例

カリキュラム

科目別に考える『マッチング』による受験校決定

※ 「2025年度用全国医学部最新受験情報」 P20~P29より抜粋
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「マッチング」のポイント
©2006-2024 Medical Lab

①自分自身の学力特性を把握する
得意科目・苦手科目
得意単元・苦手単元
マーク解答形式・記述解答形式
スピード など

②『全国医学部最新受験情報』のデータで絞り込み
国公立50大学、私立31大学
難易度、入試科目、配点、頻出単元、入試日程など

③過去問を解いて相性を確認
必ず試験時間を計測
『全国医学部最新受験情報』で合格最低点を確認



Ⅲ. 効果的な入試直前期の学習方法

©2006-2024 Medical Lab



医学部合格のためには、共通テストで最低80％以上をめざす

①苦手科目・分野を無くす（「知識・技能」）

②センター試験の過去問演習

③「思考力・判断力・表現力」を意識した学習

④共通テスト形式問題集での演習

⑤共通テスト形式模試の受験と復習

⑥過去の共通テストの過去問演習

問題量に対する解答時間の短さ ⇒ 慣れることと速読力の強化

共通テストで高得点を取るためには？
©2006-2024 Medical Lab



共通テストで高得点を取るためには？
©2006-2024 Medical Lab

基礎を固める 応用力を磨く 得点力を高める

教科書レベルの知識

傍用問題集レベルの解法

丸暗記はＮＧ

理解を伴う正確な知識

反復演習による定着

定義・定理・公式を重視

全科目・全単元

苦手を作らない

定義の説明

公式の導出

別解の習得

周辺知識の習得

問題文の整理・設問理解

資料の整理・活用

共通テスト模試の活用

ミスを減らす工夫

目標点設定（科目ごと）

共通テスト問題集

共通テスト過去問

苦手・弱点対策

時間配分

解答順序

体調管理



共通テストの目標点を設定する
©2006-2024 Medical Lab

満点 目標点 換算点

100

100

100

100

110

45

45

100

100

100

100

1000

目標得点率

％

克服課題

理科①　（　　　　　　）

理科②　（　　　　　　）

地歴公民（　　　　　　）

科目名

情報Ⅰ

合計

数学ⅠＡ

数学ⅡＢＣ

国語

近代以降の文章

古文

漢文

志望大学名 ボーダー得点率

％

英語（リーディング）

英語（リスニング）

細かく目標を定めることで、科目ごとの課題を克服し当日ボーダーを超える！



①標準力・応用力の充実
②苦手科目・分野を作らない
③未履修分野の早期学習

その上で個別試験で必要とされるもの！

④志望大学の傾向に沿った対策
⑤志望校の十分な過去問対策

個別試験(国公立大２次試験・私大１次試験)で高得点を取るためには？
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①物理 → 「電磁気」「原子」から頻出

②化学 → 「高分子化合物」から頻出

③生物 → 「進化と系統」にも注意

④数学 → 『数学ⅢC』から頻出

高校の教科書の後半分野に注意！

数学と理科の出題範囲は、入試問題の頻出分野
©2006-2024 Medical Lab



医学部入試の科目別特徴と対策
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科目別の入試問題傾向と合格するためのポイント英語の特徴

多くの大学で見られる特徴

国公立大2次
一部の国公立大学

文理共通問題。読解問題と英作文で構成される。
読解問題は、大問で３～４題。各大問の単語数は600～800語
が多い。
英文の内容、構造などをしっかりと把握することが求められる

英作文が大問として１～２題出題（和文英訳・自由英作）

または、読解問題の小問として出題する大学もある

私立大
一部の国公立大学

試験時間に対する問題量が多く、速読力を必要とする大学が
多い。解答する問題の順番などを含めた戦略が必要

科学系・医療系の英文素材の出題が多いので、これらの英文に
慣れるだけでなく、日本語で書かれた医療系記事を読んでおくことが
役立つ場合もある。（小論文試験対策・面接試験対策としても
有効）

大学ごとに問題構成が違い、解答形式も異なるので、過去問で確認
しておく。前もって解答する順番も考えていた方がよい大学もある。
文法や発音を大問で出題する大学も多い。
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科目別の入試問題傾向と合格するためのポイント数学の特徴

多くの大学で見られる特徴

国公立大2次
一部の私立大学

記述・論述で答案を作成する

証明問題や「～を示せ」 が出題される

数Ⅲ(微分積分) からの出題割合が高い

融合問題が多い

私立大

答えのみの解答が多い（マーク式・選択式・空欄補充）
※一部の設問のみ記述解答の大学もある。

時間に対する 問題量が多いので、解答する問題の順番
などを含めた戦略が必要

計算量が多い
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科目別の入試問題傾向と合格するためのポイント物理の特徴と対策

特 徴 対 策

国公立大

私立大

「力学」「電磁気」 は、ほぼ100％出題

される。
「熱力学」「波動」は、大問数によって、両方
または、いずれかは出題される

「力学」の完全理解が高得点に結びつく。
標準・典型問題を多く解く。
苦手分野を無くす。

「原子」 にも注意

教科書の一番最後で学習する。
頻出分野だが比較的、短時間で学習
できる。
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科目別の入試問題傾向と合格するためのポイント化学の特徴と対策

特 徴 対 策

国公立大

私立大

「理論」＞「有機」＞「無機」の順番で
出題する大学が多い

暗記すること、理解することを分けて学習す
る。

私立大
「有機化合物」と「高分子化合物」
（糖・アミノ酸・タンパク質など)

高３で学ぶ分野で必ず出題される。

医学と関係が深いために、医学部単独で
入試問題を出題する私立大では頻出。
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科目別の入試問題傾向と合格するためのポイント生物の特徴と対策

特 徴 対 策

国公立大

一部の
私立大

実験に関する 新規性の高い問題 が出題される
受験大学の過去問を
チェックする。
図録のチェック。

【解答形式の傾向】

理科の中で生物は、 記述・論述・描図 を求める問題が多い

記述・論述については、
解答したものを先生に
添削してもらう。

私立大

医学に関する内容の問題が頻出
①「生物の環境応答」（免疫・神経・ホルモンなど）
②「分子遺伝」 （DNA関連）
③「生殖と発生」（無性生殖・有性生殖・減数分裂・受精など）

頻出分野は特に力を
入れる。
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学力状況

難易度

問題量

配点
解答

形式

出題

傾向

③ カリキュラム編 『個別カリキュラム』指導

カリキュラム

受験校決定

重点対策校決定
得意科目・苦手科目 ⇒ 何年分解答する？

似たような出題をする大学 ⇒ 省略するには？

メディカルラボの『重点対策校決定』～『過去問演習』

マッチングによる

受験校の選定

地域枠

アドミッションポリシー

過去問演習
解答時間を意識する/合格最低点を意識する
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©2006-2024 Medical Lab

※ 「2025年度用全国医学部最新受験情報」 P52~P53 より抜粋

過去問演習は、最低点と解答時間を意識する [国公立大学]



過去問演習は、最低点と解答時間を意識する [私立大学]
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※ 「2025年度用全国医学部最新受験情報」 P18~P19 より抜粋



科目別の入試問題傾向と合格するためのポイント直前期の過去問演習

©2006-2024 Medical Lab

過去問演習を通して全範囲の知識・技能を総復習！

◆「過去」問は自分が受験する入試では出題されない

◆過去問演習を通して、受験校の問題傾向・難易度を把握

◆時間配分、解答順序、捨て問の見極めなどの実践力を養成

◆解いた以上の時間をかけて解答解説を確認

◆使い慣れた問題集に戻って知識・技能のメンテナンス

◆周辺知識や別解も積極的に習得



科目別の入試問題傾向と合格するためのポイント直前期の過去問演習
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過去問演習

Output

問題集・参考書

Input

過去問演習

Output

問題集・参考書

Input

過去問演習

Output

• 傾向把握

•時間配分

•解答順序

過去問演習

• 知識の確認

•解法の確認

•周辺知識のチェック

問題集・参考書



面接試験と小論文試験
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「医学部の入試 ≒ 就職試験」

① 医師になりたいという意欲・自覚

② 医師としての将来の展望

③ 本学志望の理由

④ 医師としての適性・資質

⑤ コミュニケーション能力（患者・チーム医療など）

⑥ 主体性・協働性・多様性・協調性

⑦ 思考力・判断力・表現力

医学部入試の面接試験・小論文試験における主な評価項目
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面接試験・小論文試験が及ぼす影響の例 [一般選抜]

https://www.tmd.ac.jp/■東京医科歯科大学 2024年度用 募集要項

■東京女子医科大学 2024年度用 募集要項 https://www.twmu-u.jp/

■横浜市立大学 2024年度用 募集要項 https://www.yokohama-cu.ac.jp/



面接試験
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面接試験はどのように実施されるか
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■個人面接
受験生1人、面接官2人以上

※まずは「個人面接形式」で練習をする。

※「プレゼンテーション」形式の場合もある。

■集団面接（グループ面接）
受験生2人以上、面接官2人以上

■集団討論（グループ討論、グループディスカッション）
受験生３人以上、面接官2人以上

■MMI（multiple mini interview）
特定のテーマについての個人面接を
複数回、面接官およびテーマを変えて
実施する形式。
※個人面接形式でも、１～２つの質問のみをMMI形式で実施する大学もある。 1つの質問が終わると受験生が会場を移動する場合が多い

早く志望校を決めて、どの形式で実施されるかを調べる



「個人面接形式」で大切なこと
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個人面接での注意点

① 受験大学のアドミッションポリシー等の確認
内容を理解し、重要な箇所は暗記をする

② 志望理由書・自己推薦書など事前提出書類との整合性
事前提出書類の内容から質問されることも多い
自分が記入した内容を再度確認して面接試験に臨む

③ 受験する大学の前年度までの傾向把握
質問内容、試験時間など

④ プレゼンテーションの場と考える
大きな声で返答・笑顔・面接官を退屈させない



『３つのポリシー』『建学の精神』『学長・学部長の挨拶』など

□「パンフレット」、 □「大学案内」、 □「募集要項」

□『アドミッションポリシー』（入学者受け入れ方針）

□『カリキュラムポリシー』（教育課程編成・実施の方針）

□『ディプロマポリシー』（学位授与の方針）

□『キャリア形成プログラム』（地域枠募集がある各都道府県が策定）

□『地域医療構想』（厚生労働省、各都道府県が策定）

□『建学の精神』
□『基本理念』
□『学是・校是』

□『学長・学部長の挨拶』 『卒業生・学生の声』

□『オープンキャンパス』 など
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『アドミッションポリシー』 はとても大事だ！

「大学側が求める人物像」 が書かれている。

①大学入学時に求める学力
②社会性・人間性・性格・協調性など
③大学で学んで欲しいこと
④将来、めざして欲しい医師像

面接試験・志望理由書等・活動報告書に反映できる。

大学によっては、面接試験などでアドミッションポリシーに
ついて質問される可能性もある。

©2006-2024 Medical Lab



『バーチャルオープンキャンパス』
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https://www.medical-labo.com/posted/opencampus_application/



東北医科薬科大学 アドミッションポリシー （抜粋）

東北医科薬科大学WEBサイトより https://www.tohoku-mpu.ac.jp/doc/application_medicine.pdf/



広島大学 医学部医学科 アドミッションポリシーの例（抜粋）

なお、入学前に学習しておくことが期待される内容は、以下のとおりです。

・ 特に理科や英語においてしっかりと学習に取り組んでいること

・ ボランティア（医療系以外も含む）などの社会貢献に取り組んだ経験があること

「求める学生像」の最後には、以下の文言が記載されている。

広島大学WEBサイトより抜粋
https://www.hiroshima-u.ac.jp/



産業医科大学医学部医学科 アドミッションポリシー （抜粋）

産業医科大学WEBサイトより https://www.uoeh-u.ac.jp/var/rev0/0034/3387/1219916539.pdf



注意が必要な面接試験の質問
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※「2024年度 メディカルラボ 受験振り返りシート」の情報を基に作成。

[志望理由]
● 自己PR（2～3分）
● 志望理由書に書いてあること以外の志望理由は
● 志望理由書に記入したことをより詳しく
● 本学についてしっていること(繰り返し聞かれる)
● 併願校と第一志望校、本学に合格したら入学するか
● 最後に自己PR
● 本学の良いところと悪いところ
● 10年後、20年後の医師像
● 医師に必要とされる要素を答えられるだけ

[大学独自の方針など]
● 本学のアドミッションポリシーで最も共感する内容とその理由
● 本学のディプロマポリシーは知っているか
● 本学の建学の精神を知っているか。それについてどう思うか
● 本学のアドミッションポリシーで印象に残っているものを１つ
● 「誠実」とはなにか(〇〇大学の「求める学生像」に記載)
● (アドミションポリシーが書かれた紙を見て)自分と合うものを選んで、その理由とともに答える
● 建学の理念３つ。この中で「人をつくる」とはどういう意味か、どうして大切か



注意が必要な面接試験の質問

©2006-2024 Medical Lab

※「2024年度 メディカルラボ 受験振り返りシート」の情報を基に作成。
[受験校について]
● 併願校はどのような基準で選ぶか。複数大学に合格したらどこに入学するか
● 併願校とその結果

[地域枠]
● ○○県(大学が所在する県)の医療問題は。出身県の医療問題は
● 修学資金制度を理解しているか
● 専門医になれない診療科もあるが大丈夫か
● 本学の義務年限終了後はどうするか
● 地域医療は誰に貢献することか

[出身県以外の大学を受験した場合]
● 〇〇県に来たことはあるか。知っていることは。将来〇〇県で働けるか
● 〇〇県に来るのは初めてか。本学は初めてか
● 東北地方にずっと残ってくれる医師が少ないが、どうしたら良いか。

あなたは、東北地方に残ってくれるか。
● あなたは卒業後にどのように貢献できるか。卒業後はどうするか
● オープンキャンパスに参加したか
● 卒業後はどうするか



注意が必要な面接試験の質問
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※「2024年度 メディカルラボ 受験振り返りシート」の情報を基に作成。

[時事問題]
● 安楽死は賛成か反対か
● 能登の地震の対策と大阪万博のどちらを優先すべきか
● 能登半島地震について、医療面での課題を具体的に述べよ
● 近年、美容整形外科医になる人が増加しているが、その理由とデメリット
● 日本の少子化対策
● 高齢者の交通事故の原因と対策
● 現在AIは医療にどのように活用されているか
● 医療でAIを使う場合の良い点と悪い点。AIが間違う可能性について
● フードロスについて、タイパについて、タスクシフトとタスクシェアについて
● 日本の食料自給率を知っているか。自給率が低いことで起こる影響は何か。

TPPについて。自由貿易によって国内の産業が受ける影響は何か
● 情報の真偽の確かめ方
● 不登校について自由に討論
● 電動キックボードなど新しいものを規制すべきか
● 日本は国民皆保険で、高額医療薬もたくさん使用されている。今後、国民皆保

険制度が成り立たなくなる可能性が高い。今度、どうしていけばよいか



「2025年問題、認知症、社会保障、医療費」

「医師の働き方改革」

「AI・AIホスピタル構想」「生成AI・ChatGPT」
「ロボット医療・WEB診療・DX化」

「少子高齢化」

「ヤングケアラー・ビジネスケアラー
と貧困、教育機会」

「差別・いじめ・LGBTQ・性的虐待」

面接試験・小論文試験でテーマとなる最近の頻出テーマ
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注意が必要な面接試験の質問 MMI型の質問
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※「2024年度 メディカルラボ 受験振り返りシート」の情報を基に作成。

● あなたの前で小さな子供が駅のホームから転落したらどうするか。電車が迫っていたらどうするか
● ここに来る途中に、人が倒れていたらどうするか。面接試験を受験出来なくなる可能があったら

どうするか
● 電車の中で、お年寄りが座れなくて困っている。あなたはどうするか
● あなたはレジに並んでいるが、同じレジにお菓子１つ分のお金しか持っていない男の子が、２つ

買おうとしてレジ係がストップしている。どうするか
● あなたはある運動部に所属している。キャプテンとの折り合いが悪く、お互いに相手を嫌っている。

大会に向けたメンバー選考で、あなたはレギュラーになれると考えていたが、キャプテンから選んで
もらえなかった。また、自分よりもレベルが劣ると思っていた後輩がレギュラーに選ばれた。
あなたはどう対処するか。

● 仲の良い４人で自由研究をやろうとしているところに、あまり授業に出席しない不真面目な
２人が、グループに加えて欲しいと申し出てきた。メンバーの１人が、２人が参加するなら
グループから抜けたいと言ってきた。このような経験はあるか。エピソードを交えて述べる。

● 部活からの帰り道、仲間たちと道に広がって大声で会話をしながら歩いていたところ、年配の
通行人に注意をされた。友人の１人がそれに怒り「関係ないだろう！」と言い返したが、あなた
と友人たちが間に入り通行人に謝った。友人は、我々が間に入ったことにも怒っているようだ。
あなたは怒った友人に対してどのように思うか。

● Ａ医師が労働時間外に担当している患者Ｂの緊急手術を行った。そのため夜中の２時過ぎ
に帰宅した。翌朝は、別の患者Ｃの手術がある。医師Aは、十分な休養が取れていない。
①夜更かしをしたことはあるか ②Ａ医師についてどう思うか
③Ａ医師の家族はどう思うか ④患者Ｃはどう思うか



MMI方式の面接について
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■ 東京慈恵会医科大 [2024年度 一般選抜]

※ 「2025年度用全国医学部最新受験情報」より抜粋



MMI方式の面接について

MMI方式の攻略と対策

① 受験大学の過去の質問内容を調べて傾向を把握
過去の質問内容に対する自分の考えを文字にして、第三者の添削を受ける

生成AIに質問をする

② 友人・先生との練習
集団面接や集団討論方式などで他の人の考え方を吸収する

日頃から医療ニュースに触れて、自分の考えをまとめておく
最初に結論を言う。その後、自分の経験を織り交ぜて返答する

③ 最後にMMI形式で十分な練習を行う
試験時間を意識する

立場や場合分けなどを分けて返答する
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東京慈恵会医科大WEBサイトより http://igaku-juken.jikei.ac.jp/admissions/



小論文試験
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小論文試験の種類

■テーマ型小論文
『「理想の医師像について」600字以内で考えを述べよ』などの
テーマが与えられているだけの小論文試験。

■課題文型小論文
与えられた課題文を読んで設問に答える。
課題文は日本語や英語で出題される。
現代文の問題に近い出題をする大学もある。
英語の問題に近い出題をする大学もある。

■図表・グラフ読み取り型小論文
主に国公立大の推薦や後期試験で実施される。
生化学系の論文や科学誌からの出題も多い。
英文で出題される場合もある。

■写真・絵・漫画のみが与えられる小論文
少ない情報から、小論文を完成させる。

⇒ 『あなたの考えを述べよ。』
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□志望大学の出題傾向を理解しているか？

□設問に沿った解答を作成できるか？

□自分の考えを論理的に表現できるか？

□多くの人が読んで納得のいく文章になっているか？

□医師になりたいという気持ち情熱が伝わるか？

志望校の小論文問題での過去問演習

※ 高得点を狙う必要はない！（英語・理数系の小論文は除く）
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2024年度特徴があった小論文試験の内容

大学名 出題内容

国際医療福祉
大学

2024年4月から医師の働き方改革が開始されるが、医療安全を確保し、医療提供者の負
担を如何に軽減するかの観点から、働き方改革が与える影響について考え、その利点と懸念
すべき点を含めて考えを述べる

東京女子医科
大学

AIと医師が協働している時代と仮定する。AIと主治医が、あなたに別々の治療を提案してき
た。あなたはどうするか

昭和大学
「医師の男女別・年代別の絶対数」、「県別の医師の数」などのグラフを見て、医師の地域
偏在の解決策を述べる。

聖マリアンナ
医科大学

[前期](2/17)OECD加盟国の2019年を100％とした時の、2021年の就業者一人当たり
の労働生産性の国別のグラフをみて、新型コロナウイルス感染症が日本の労働生産性に与え
た影響について、諸外国と比較して述べる
(2/18)日本、フランス、ドイツ、イギリス、アメリカに関する「医療提供体制の各国比較
(2020)」の表をみて、今後の日本の医療について述べる
[後期]別紙1～3の内容(医師不足で地域医療が成り立たない内容の記事、医師の働き方
改革による医師不足の内容の記事など)を踏まえて、医師の働き方改革について、自分の考
えを述べる

久留米大学 医療と介護・福祉の連携について

福岡大学
東奥日報2023年４月18日の新聞記事「働きながら介護 9兆円損」の抜粋を読んで、介
護による経済面の損失を減らすための具体的な対策について自分の考えを述べる。
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※「2024年度 メディカルラボ 受験振り返りシート」の情報を基に作成。



2024年度特徴があった小論文試験の内容

大学名 出題内容

東京医科大学

阿保順子著「認知症の人々が創造する世界」の抜粋文を読んで、①なぜ私たち健常者は、
人と物、物と物を区別できるのか②区別がつかない状態になる過程で経験する困難や苦しみ
にはどのようなものか③困難や苦しみが、私たちの社会の状況といかに関連するか。以上の
３点を踏まえて考えを述べる。

東北医科薬科
大学

(2/3実施)グラフ1～2を見て、社会情勢を鑑みて原因を推察して対策を述べる。
グラフ1：75歳以上の高齢運転者による死亡事故件数の推移、グラフ2：免許返納数、返却率の推移

獨協医科大学

（前期1/30）「マジョリティ中心の社会における自分の立ち位置を知ることー社会モデルに
基づく支援とは」(心理学ワールド102号/2023年7月号)の抜粋文を読んで①要約②自分
の考えを述べる
㋱(後期)人に何かを「してあげる」ことについて」の抜粋文を読んで①要約②自分の考えを述べ
る
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※「2024年度 メディカルラボ 受験振り返りシート」の情報を基に作成。

大学名 出題内容

帝京大学
(2/6実施)経済、社会、環境などの様々な課題に対して持続可能な目標を追求することが
重要となっている。あなたの考える持続可能性(sustainability)について、以下のキーワード
を用いてあなたの考えをまとめなさい。 「科学」、「多様性」

順天堂大学
『人種統合教育』と題された1976年に米国で撮影されたモノクロ写真(白人と黒人の小学
生が写っている)を見て、写真の２人の子供が私たちにどのようなメッセージを伝えようとしてい
るかを述べる。



面接試験と小論文試験の仕上げ
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面接試験・小論文試験の対策の総仕上げ

『面接』対策

過去問で模擬面接を実施。

先生の面接指導を受ける。

先生からの
フィードバック

『小論文』『志望理由書』対策

志望校の過去問を使い、自分の
手を動かして書いてみる。

先生の添削指導を受ける。

先生からの
フィードバック
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受験校が決定したら・・・
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『学力診断テスト』で受験校選定のアドバイス
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～あなたの医学部合格への
到達度が計れます～

お申込はメディカルラボの下記WEBサイトより https://www.medical-labo.com/posted/ac_test/

医学部合格を目指すには、自分の学力を客観的に
分析し、現在の学力を把握することが必要です。

「学力診断テスト」は、科目ごとにすべての単元を網
羅したテストで、単元ごとにどのレベルまで身について
いるかを診断します。目指す医学部とのギャップを把
握して、合格へ一歩近づきましょう。



受験校相談、勉強法相談、冬期講習受講、面接試験対策・小論文試験対策など

医学部入試に関する個別相談

医系専門予備校メディカルラボのHPよりお申し込みください

ご希望の方

ご清聴ありがとうございました。
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